
安田知博 ＆ 和楽器ユニットおとぎ 

風雅草紙コンサート in 八千代座 

【 演 目 紹 介 】    ２０１９年（令和元年）１０月５日(土)  

《 第 一 部 》 

一． 「二管
に か ん

の譜
ふ

」  作曲：初代 山本
やまもと

邦山
ほうざん

 

幕開けは、安田知博と、おとぎメンバーの折本慶太による尺八の競演です。 

都山流尺八の第一人者だった山本邦山(1937～2014)は、古典尺八の奏法をふんだんに盛り込んだ 

斬新な作品を多数遺しました。１９７５年に作曲された尺八二重奏曲を、本日は抜粋版でお聴き頂き 

ます。 

【以下 作曲者解説より抜粋】 

独奏と合奏を交互に組み合わせた、一楽章形式の二重奏曲。一貫した伝統的な旋律の 

もと、時折でてくる不協和音は、古典本曲にある強烈な｢ムライキ｣や不安定な響きを 

匂わせるために書いた。ソロ部分は、演奏家の自由な演出を期待している。 

二．「風
 

の夢
 

」～越中おわら幻想～  富山県民謡 ／ 編曲：木場
き ば

大輔
だいすけ

 

胡弓が使われる最も有名な祭り、越中八尾「おわら風の盆」。 

その風の盆で演奏される「越中おわら節」をモチーフにした、幻想的な趣きのアレンジ曲です。 

（ＣＤ『音戯紀行』に収録） 

三．「ムルドルの夢
 

」～三角
み す み

西港
にしこう

によせて～  作曲：木場大輔 

２０１３年１１月、木場大輔が天草への旅路、特に三角西港の風景に強く印象を受けて作曲しました。 

明治時代に築かれた石積みの岸壁と、洋館の数々、天草の島々、行き交う船･･･。 

タイトルは、港を設計したオランダ人技師 A・T・L・R・ムルドル(1848～1901)にちなんで付けました。 

２０１４年、宇城市にて胡弓と二十五絃の二重奏で演奏した作品を、本日の公演のために、おとぎ版に 

アレンジしました。 

四．組曲 「寿
ことほ

ぎ」～にっぽん祝い歌～  編曲：木場大輔 

本年５月初演の新作です。日本各地の伝統的な祝い歌をモチーフに、全五楽章からなる組曲に 

仕上げました。令和という新時代の幕開けを、皆様ご一緒に寿ぎましょう！（⇒詳しい解説は裏面へ） 

《 第 二 部 》 

五．語りと和楽器による音楽劇 『つう』 ～夕鶴
ゆ う づ る

より～ 

―乙女
お と め

文楽
ぶ ん ら く

と共に― 

脚本・演奏：おとぎ（原脚本：吹田芸術協会 長田
な が た

正雄
ま さ お

）／メインテーマ他 作・編曲：木場大輔 

乙女文楽：桐竹
き り た け

繭紗也
ま さ や

（客演） ／ 語り：安田
や す だ

知博
と も ひ ろ

 ／ 琵琶語り：川村
かわむら

旭芳
きょくほう

 

夕鶴のお話をもとにした本作品は２００３年、吹田芸術協会主催による公演｢第４回九十九
つ く も

物語｣にて 

オリジナル版が上演され、本日のゲスト・桐竹繭紗也さんと、琵琶の川村旭芳が共演しました。 

初演時の脚本・演出を手掛けられた長田正雄氏の力添えも得て、おとぎ版として新しく生まれ変わり、 

２０１７年の京都公演にて上演。本年５月の奈良公演での再演を経て、このたび八千代座の舞台にて 

上演の運びと相成りました。乙女文楽＆おとぎのコラボレーションを、どうぞお楽しみ下さい。  

 



◆．組曲 「寿
ことほ

ぎ」～にっぽん祝い歌～  編曲：木場大輔 

祝いの場に欠かせない祝い歌。地元共同体の皆で唱和する歌(Ⅰ.Ⅲ.Ⅴ)と、半職能的な芸能 

者が｢マレビト｣として訪れ祝福する歌(Ⅱ.Ⅳ)を基に、器楽の組曲として構成した。 

選曲にあたり、次の二点を重視した。なるべく、レコードやマスメディアによらず口伝え 

によって広まり受け継がれた伝統的な祝い歌であること。地域に深く浸透している、また 

は他地域・他芸能に大きな影響を及ぼした歌であること。 

有名民謡だけではない、にっぽんの祝い歌の豊穣な世界に、新時代を迎え今一度、脚光を 

あてたい。( 木場大輔 ) 

 

Ⅰ．「めでた」 岐阜県民謡(高山市)「めでた」より 

飛騨高山での宴席に欠かせない祝い歌。この歌が唱和されるまでは自席から立ち歩くことが 

許されないという。  

尺八が奏でる無拍節の主旋律を、雅楽やインド音楽の手法を取り入れた、胡弓の持続音や、 

琵琶と十七絃箏の分散和音が彩る。 

 

Ⅱ．「萬歳」 愛知県民謡(知多市)「御殿万歳」より 

ポンと鼓を打って正月を寿ぐ万歳は、千秋万歳を演じる京の陰陽師が豊臣秀吉により尾張・ 

三河に追放されたことから両地で発展したという。特に尾張万歳はやがてこんにちの漫才の 

ルーツにもなった。ここでは尾張万歳の代表的な演目、御殿万歳を取り上げた。 

前半は「柱立て」、後半は「七福神囃子」と呼ばれる。 

胡弓が奏でる主旋律をもとに、次第に躍動的に全体のアンサンブルが展開する。 

 

Ⅲ．「まだら」 石川県民謡(七尾市)「まだら」より 

玄界灘の馬渡島(まだらとう)の古民謡が船乗りによって北陸に伝わり、石川県の七尾、輪島 

ほか福井県や富山県で祝い唄として根付いたもの。 

「めでためでたの若松様よ 枝も栄ゆる葉も茂る」の歌詞を、厳格な手もみの手拍子を伴い 

つつ、五分前後かけて歌う。 

大らかなリズムに胡弓の旋律と尺八のハーモニーを乗せ、バレエ曲「ボレロ」のような反復の 

心地よさと雄大さを意識した。 

 

Ⅳ．「大黒舞」 鳥取県民謡(鳥取市)「円通寺大黒舞」より 

鳥取市円通寺に江戸時代から伝わる円通寺人形芝居は、歌と三味線、胡弓、太鼓に合わせ 

三人遣いの人形を操り、農閑期に諸国を巡業した。大黒舞はそのレパートリーのひとつ。 

躍動的なリズムにのせ、各楽器の短い独奏をはさみつつ展開する。 

 

Ⅴ．「エイショーエ」 福岡県民謡(福岡市)「祝い目出度」より 

博多のハレの舞台に欠かせない祝い歌で、博多祇園山笠で歌われるほか、会合や宴席は 

「祝い目出度」の唱和に続き「博多手一本」で締めるのが通例とされる。 

本組曲の中では比較的知られた歌だろう。 

中盤、歌の旋律を発展させた琵琶と十七絃箏のスリリングな掛合いが聴きどころ。 

終曲部分は手一本の掛け声とリズムを基にしている。博多では手一本のあとの拍手は不作法 

とされているそうだが、本作ではあくまで楽器による旋律なので、演奏が決まった時には、 

遠慮なく拍手を送って頂きたい。 


